
広く使われているロキソニンやヒルドイドなどの処方薬（いわゆる OTC 類似薬）が、公的保険

の対象からはずされようとしています。そうなれば、高い値段の市販薬を買うしかなくなります。 

病気と向き合いながら薬代の心配までしなければならないのは、あまりにもつらいことです。必

要な治療を諦める方も出てくるかもしれません。特に、持病のある方や子育て中の家庭、経済的に
苦しい方にとっては深刻な影響です。 

また、「軽い症状なら市販薬で済ませてほしい」という国の方針は、患者の受診抑制につながり

ます。これでは、病気の「早期発見・早期治療」ができず、健康を守るうえで大きな問題になりま
す。医師の診察と処方を軽く見るこの政策は、国民の健康に多大な悪影響を与えることになります。 

我々は医療の自己責任をますます強化し、国民皆保険制度を形骸化させる医薬品の保険外しに反

対し、以下のことを求めます。 

１、治療に必要な医薬品の保険適用を今後も存続してください 

※この署名は、憲法 16 条で保障された請願権にもとづいて行うもので、国会請願以外の目的に使用しません。

取り扱い団体 ＮＰＯ法⼈京都難病連・きょうされん京都⽀部・京都社会保障推進協議会 

お 名 前 ご 住 所 

衆議院議長様 参議院議長様

請 願 趣 旨 

請 願 項 目 

「OTC 類似薬」の保険はずしで 10 倍以上に薬代が増
加！？

治療に必要な医薬品の保険適用 
存続を求める請願署名 



政府は、処方薬の内、成分や効能が似通った市販薬が販売
されている医薬品（いわゆるOTC類似薬）の一部を公的
医療保険の対象からはずすことを検討しています。自民党・
公明党・日本維新の会・国民民主党・参政党が薬の保険は
ずしを主張しており、政府は 2026 年度からの実施を狙っ
ています。

子どもも難病患者・障がい者も大幅負担増！
経済的理由で治療を諦める方が増えることが強く危惧
されます。

医療機関からは、不適切な市販薬の使用で病状悪化や治
療遅れの事例も多数報告されています。
薬代が大幅に増加すれば、適切な診断や自分に合った医
薬品の処方を望む患者さんが、経済的理由によって医療
機関への受診を諦めざるを得ないケースが確実に増加し
ます。
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　治療に必要な薬は保険適用が当たり前です！
　私たちは、薬の保険はずしに反対しています。
裏面の署名にご協力を御願いします！

大阪府保険医協会アンケートより

OTC類似薬の保険はずし

あなたのその薬代 10倍以上に
増加！？

ＮＰＯ法人京都難病連・きょうされん京都支部・京都社会保障推進協議会
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